APEC 2012 に関する専門家会合（モスクワ）・報告
山澤逸平 19/4/2012
1.3月中旬モスクワのロシアＡＰＥＣ研究センター（Russian APEC Study Center,　RASC, established since September 2010 in the Russian Presidential Academy of National Economy and Public Administration）から、頭記会合へのの招待を受けて、参加した。ＡＰＥＣ２０１０をロシアが開催する準備に専門家のアドバイスを求めたいとの趣旨。4月5－6日モスクワでRASC及び政府担当者との会合およびIgor Shuvalov 第一副首相、Ovechko シニアオフィシャルらとの会合。
2．参加専門家は以下の6名
Richard Feinberg, UC San Diego, USA
Peter Petri, Brandeis University, USA
Robert Scollay, Aukland University, New Zealand
Sangkyom Kim, KIEP, ROK
Zhang Jianping, NDRC, China
Ippei Yamazawa, Japan
3. 会議概要
ASCC Kazan 会議へのアドバイス：4月4日（水）
会議に先立って、先着していたSangkyom Kimと二人で、RASCでロジ担当のAlex Shurubrin とIrina ShkolyarにASCC Kazan会議の開催、及び参加者受け入れに当たってのアドバイス。ＡＳＣＣ会議は基本的に学会方式で、参加者が報告を目的として自費参加する、ことを説明し、報告希望はできるだけすべてを受け入れるよう助言。さらにＡＳＣＣ会議参加者のほとんどにとってKazanは未知で、旅行情報も得にくいこと、同会議まで時間が短く、手際よくビザ申請やフライト予約をしなければならないことを、私自身の今回の経験に基づいて力説し、親切で迅速な手続きを要請。（報告3.1&2参照）
ロシアＡＳＣメンバー及び政府担当者との会合：4月5日（木）午前および午後
Academy内会議室
まずPavel Kadochnikov (RASC Executive Director)が本会合の趣旨説明し、今年のＡＰＥＣの4つのprioritiesについて説明。第１の地域経済統合ＲＥＩについて、露―ベトナムＦＴＡを相談中、民間投資の重要性、構造改革、ＡＰＥＣの長期ゴールへの道筋、非メンバーの参加について述べた後、Andrey Spartak(All Russian Market Research Institute)がロシアとベラルーシ、カザフスタンとの関税同盟結成について説明。いくつかの質疑応答の後、S. KimがＳＯＭ１に提出されたロシア案のＡＰＥＣ地域内ＦＴＡの収斂促進についてコメント。山澤はロシアと中国の同年中にＡＰＥＣ開催とＷＴＯ加盟の類似を指摘し、中国の成功に倣ってロシアもＷＴＯ加盟時の自由化・規制緩和を貿易・外資導入に役立てるべき、new IAP processの発足の重要性を強調、さらにロシアプロジェクトとして北東アジア開発協力の 促進を提言した。
　第2のfood securityについてはMikhail Savostianov (RASC, food security 担当)が説明。2010年新潟の農水大臣会合のフォローアップとして紹介し、日本の農水省スタッフがモスクワに来て、情報交換と農業投資振興なら支持するとロシア提案に詳細なコメントをしてくれたと紹介。PRAI(Principle Responsible for Agricultural Investment) を提唱し、food supply chainにも言及。ＮＺのScollay が細部について質し、時間外に農水省まで足を運んでアドバイスしてきた模様。第３，４のpriorityについては議論が及ばなかった。 
Igor Shuvalov 第一副首相との会合：4月6日（金）12:00-13:30　
Government House
45歳と若い。国有財産管理・知財権・建設通信・国営企業担当に金融経済発展政策担当も。ＡＰＥＣ２０１２に向けて、Vladivostokをオリンピックのソチに次いで大建設地点にすることに成功。
Kadochnikovが専門家を紹介した後で、各自5－7分づつ意見表明。私はＡＰＥＣ開催とＷＴＯ加盟との関連活用とＲＥＩのためにＡＰＥＣの積極活用を提言（私の報告1.1&2 参照）。他の専門家からはアアジア太平洋でのＲＥＩの調和的推進やロシアの積極的参加歓迎。Zhangは中日韓ＦＴＡへの露の参加を示唆。
第1副首相（通訳付き）はＲＥＩとしてまず旧ソ連メンバーとの関税同盟、ＥＵとの協定締結について述べ、中・印・日・韓とも連携を強化したいと述べた。ロシアのＷＴＯ加盟をＡＰＥＣ首脳会議前に実現したい。
終了後Ovechkoが私に近づいて、私のＡＰＥＣの積極活用を参考にしたいと言ってくれた。
4．報告書の提出
求められていた報告書（Ａ４，font 12, 5ページ指定）には、上記会合での私の発言に基づいて文章化し、提出済み。
私はこのほかに4月6日午後、上記Academyの学生40名ほどにＡＰＥＣについての講義。
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